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地
場
産
業
と
は
い
え
な
い
実
態
が
出
さ
れ

ま
し
た
。 

 

ま
た
、
「
河
川
は
復
旧
工
事
に
終
わ
っ

て
い
る
。
本
格
的
改
修
を
進
め
て
欲
し

い
」
「
神
鉄
粟
生
線
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

バ
ス
な
ど
公
共
交
通
支
援
の
政
策
を
」
な

ど
要
求
が
語
ら
れ
ま
し
た
。 

 

総
会
に
向
け
地
域
の
会
主
催
で
要  

 

求
、
運
動
を
話
し
合
う
（
尼
崎
） 
 

「
尼
崎
の
会
」
は
９
月
８
日
、
「
県
政

要
求
を
語
る
つ
ど
い
」
を
開
き
、
11
月

の
総
会
に
向
け
た
運
動
に
つ
い
て
確
認
し

ま
し
た
。 

 

最
初
に
「
兵
庫
・
憲
法
県
政
の
会
」
の

田
中
耕
太
郎
代
表
幹
事
が
、
地
域
の
会
が

果
た
し
て
い
る
大
き
な
役
割
を
強
調
。

「
県
民
が
主
人
公
の
経
済
、
産
業
、
雇
用

へ
、
『
か
が
や
け
憲
法
』
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
県
民
に
伝
え
て
い
こ
う
」
と
呼
び
か
け

ま
し
た
。 

 

続
い
て
共
産
党

の
宮
田
し
ず
の
り

県
議
が
県
政
の
問

題
点
を
報
告
。
こ

ど
も
医
療
費
、
重

度
障
害
者
医
療
費

の
負
担
増
、
借
り

上
げ
住
宅
追
い
出

し
な
ど
の
一
方

で
、
大
型
開
発
の

温
存
、
大
企
業
へ

の
多
額
の
補
助
金

な
ど
を
明
ら
か
に

し
ま
し
た
。 

合
併
で
過
疎
化
、
「
仕
事
が
な
い
」

「
播
織
り
」
の
実
態
も
（
北
播
） 

 

 

９
月
８
日
の
「
北
播
地
域
の
つ
ど
い
」

で
は
、
合
併
に
よ
る
自
治
体
の
広
域
化
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
で
過
疎
化
が
進

み
、
地
元
に
仕
事
が
な
く
、
建
設
業
者
が

京
阪
神
ま
で
足
を
伸
ば
し
低
単
価
で
や
っ

と
仕
事
を
得
て
い
る
こ
と
や
、
播
州
織
り

の
機
械
が
国
内
で
調
達
で
き
ず
、
も
は
や

 

「
兵
庫
・
憲
法
県
政
の
会
」
は
、
11
月
18
日
の
「
講
演
＆
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
」
に
向
け
て
、
「
会
」
の
活
動
を
県
下
全
域
に
広
め
、
地
域
の

県
政
要
求
を
学
び
合
う
た
め
に
、
「
地
域
の
つ
ど
い
」
を
順
次
開
催
し

て
い
ま
す
。 

 

く
ら
し
、
命
に
関
わ
る
切
実
な
要
求
と
と
も
に
、
大
型
開
発
優
先
か

ら
地
域
循
環
型
の
経
済
へ
の
課
題
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
知
事
の
原
発
再
稼
働
や
消
費
税

増
税
の
政
治
姿
勢
も
指
摘
し
ま
し
た
。 

 

参
加
者
か
ら
は
「
高
校
学
区
拡
大
で
は

な
く
、
尼
崎
の
こ
ど
も
は
尼
崎
で
育
て
よ

う
」
「
こ
ど
も
の
医
療
費
を
全
県
で
無
料

に
」
「
地
域
経
済
に
効
果
の
あ
る
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
の
実
現
を
」
「
保
育
の
新

シ
ス
テ
ム
で
は
こ
ど
も
を
守
れ
な
い
」
な

ど
の
発
言
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。 

「
災
害
住
宅
追
い
出
し
」
「
原
発
」

な
ど
の
課
題
も
深
め
る 

 

８
月
25
日
の
ピ
フ
レ
新
長
田
で
は
、

松
山
秀
樹
代
表
幹
事
が
「
借
り
上
げ
災
害

住
宅
の
追
い
出
し
問
題
」
を
、
28
日
の

加
古
川
加
古
民
商
会
館
で
は
、
松
崎
保
実

幹
事
が
「
原
発
か
ら
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

へ
」
を
報
告
。
そ
れ
ぞ
れ
意
見
交
換
で
深

め
る
と
と
も
に
、
県
政
要
求
実
現
に
つ
い

て
話
し
合
い
ま
し
た
。 

 
い
ず
れ
の
会
場
で
も
、
「
兵
庫
・
憲
法

県
政
の
会
」
の
知
事
選
挙
に
向
け
た
取
り

組
み
が
報
告
さ
れ
、
地
域
で
の
動
き
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。 

 

 

の
り(

憲) 

 
 

の
り(

法)  

 
 
 
 

コ
ラ
ム 

 
 

 

毎
週
金
曜
日
に

「
大
飯
原
発
の
即

時
停
止
」
「
脱
原

発
」
を
も
と
め
て

お
こ
な
っ
て
い
る

関
西
電
力
神
戸
支

店
前
で
の
抗
議
行
動
。 

 

７
月
に
「
ゼ
ロ
こ
ね
っ
と(

原
発

ゼ
ロ
と
核
兵
器
ゼ
ロ
を
も
と
め
る
青

年
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク)

 

」
の
呼
び
か

け
で
は
じ
ま
っ
た
こ
の
取
り
組
み

は
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
、
口
コ
ミ
な
ど
で
広
が
り
、
８
月

31

日
に
は
５
０
０
人
が
集
ま
り
、

関
西
電
力
神
戸
支
店
を
包
囲
す
る
ほ

ど
の
大
き
な
規
模
に
な
り
ま
し
た
。 

 

参
加
者
は
、
い
わ
ゆ
る
デ
モ
に
参

加
す
る
の
は
初
め
て
と
い
う
人
や
、

犬
の
散
歩
で
通
り
か
か
っ
た
人
、
近

く
の
カ
レ
ー
屋
さ
ん
な
ど
、
多
種
多

様
な
人
た
ち
で
す
。 

 

先
日
元
町
の
あ
る
カ
フ
ェ
に
、
関

電
前
行
動
の
ビ
ラ
を
置
か
せ
て
ほ
し

い
と
お
願
い
に
い
き
ま
し
た
。
す
る

と
、
そ
の
お
店
の
店
長
さ
ん
は
快
く

引
き
受
け
て
く
れ
た
だ
け
で
な
く
、

「
近
所
の
お
店
に
も
ビ
ラ
を
置
か
せ

て
も
ら
え
る
よ
う
お
願
い
し
て
み
る

ね
」
と
応
え
て
く
れ
、
そ
し
て
８
月

31

日
の
行
動
に
も
参
加
し
て
く
れ

ま
し
た
。 

 

首
相
官
邸
前
か
ら
全
国
各
地
へ
広

が
っ
た
金
曜
日
行
動
。
脱
原
発
の
願

い
と
行
動
は
人
か
ら
人
へ
つ
な
が

り
、
原
発
ゼ
ロ
の
実
現
へ
着
実
に
社

会
を
動
か
し
て
い
ま
す
。
（
Ｂ
） 

「
北

播

の

つ

ど

い
」

（
右
）
、
「
宝
塚
の
会
」

の
総
会
案
内
（
下
） 

「明石・加印のつどい」ではスライドで前回選挙をふり返りました 



９
月
５
日
「
学
習
会
」
で
だ
さ
れ
た 

「
知
事
の
原
発
で
の
問
題
発
言
」 

▼
野
田
内
閣
が
再
稼
働
に
向
け
て
出
し
た

「
暫
定
安
全
基
準
」
に
つ
い
て
、
「
何
も

無
い
よ
り
は
、
一
定
の
前
進
」
と
評
価
。

（
４
月
16
日
記
者
会
見
） 

▼
広
域
連
合
が
再
稼
働
を
「
後
押
し
し

た
」
と
い
う
批
判
に
「
結
果
と
し
て
私
た

ち
の
『
適
切
な
判
断
を
求
め
る
』
と
い
う

こ
と
が
対
応
の
契
機
と
な
っ
た
と
す
れ

ば
、
そ
れ
は
１
つ
の
役
割
を
果
た
し
た
」

（
６
月
18
日
記
者
会
見
） 

▼
関
電
株
主
総
会
で
大
阪
市
や
神
戸
市
の

「
提
案
」
に
反
対
し
た
こ
と
に
つ
い

て
、 

「
電
気
代
が
ど
れ
だ
け
上
が
っ
て
も
い

い
の
で
し
ょ
う
か
」
「
企
業
は
ど
ん
ど

ん
海
外
に
出
て
し
ま
い
働
く
場
が
な
く

な
る
」
（
６
月
26
日
記
者
会
見
） 

大
飯
再
稼
働
の
口
実
を
与
え
、

「
停
止
」
の
提
案
を
け
っ
た
知
事 

 

政
府
に
再
稼
働
の
口
実
を
与
え
た
、

５
月
30

日
の
関
西
広
域
連
合
の
「
声

明
」
の
取
り
ま
と
め
に
、
井
戸
知
事
が

大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
は
よ
く

知
ら
れ
て
い
ま
す
。 
 

さ
ら
に
、
８
月
23
日
の
広
域
連
合
の

会
合
で
、
委
員
の
「
節
電
期
間
が
終
わ

れ
ば
、
大
飯
原
発
を
い
っ
た
ん
停
止
す

る
よ
う
求
め
る
べ
き
だ
」
と
の
「
提

案
」
に
対
し
、
井
戸
知
事
が
ス
ト
ッ
プ

を
か
け
た
と
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

関
経
連
い
い
な
り
の
広
域
連
合 

 
 

広
域
連
合
の
中
に
あ
る
、
「
広
域
連

合
協
議
会
」
に
は
多
く
の
財
界
人
が
い

ま
す
。
産
業
経
済
分
野
の
担
当
は
橋
下

大
阪
市
長
で
す
が
、
そ
の
中
に
は
関
電

会
長
で
あ
る
関
経
連
会
長
と
副
会
長
、

観
光
文
化
の
委
員
に
も
副
会
長
が
い

て
、
深
い
接
点
が
あ
り
ま
す
。 

 

７
月
26
日
に
は
広
域
連
合
と
関
経
連

は
直
接
の
意
見
交
換
会
を
行
い
、
連
携

強
化
で
一
致
し
た
と
も
報
道
が
さ
れ
て

い
ま
す
。
関
西
電
力
は
８
月
10
日
、
２

０
３
０
年
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
選
択
に
つ
い

て
「
０
％
シ
ナ
リ
オ
は
あ
り
え
な
い
」

と
主
張
し
、
関
経
連
も
「
20

％
〜
25

％
が
検
討
の
ベ
ー
ス
に
な
る
」
と
言
っ

て
い
ま
す
。 

 

井
戸
知
事
は
、
そ
の
２
週
間
後
の
広

域
連
合
で
「
大
飯
停
止
の
提
案
」
を

け
っ
た
の
で
す
。 

「京都の府・市の会」との活動交流 
「景気と雇用」の願いに沿った政策宣伝   

ＩＴ戦略を選挙の一分野として 
「兵庫・憲 法県

政の会」は８月２２

日、首長選挙の取り

組みを交流し、教訓

と課題を深めるた

め、「京都の知事・

市長選挙の会」と交

流しました。 

「有権者の選択

基準は『景気と雇用』が多数であり、その要求にあった政策

宣伝を行うことが重要。また、地域や階層にあった政策を打

ち出すことも必要」、「首長選挙におけるＩＴ戦略は、宣伝

の一分野ではなく、選挙戦の一分野としてとらえること」、

「選挙の取り組みを加入団体の枠から外にどう展開していく

か、また青年のもつ力を結集し発揮してもらうための探求が

必要」など、今後より深めていくべき課題な

どが話し合われました。 

「維新の会」や関西広域連合の動きが激しく

なる中、憲法と地方自治をもとに住民本位の

府県政・市政をどうつくっていくか‐府県を

超えた交流や研究が重要になっています。 

 「変えよう！兵庫県政」 第８号 ２０１２年９月２４日（２） 

「兵庫・憲法県政の会」講演＆シンポジウム 

知事をかえ、兵庫をかえよう！ 
～県民主人公の経済・産業・雇用～ 

日 時：１１月１８日（日） 

    午後１時３０分 

会 場：新長田勤労市民センター 

    大会議室  
Ⅰ 部 講演：金子邦彦 日本共産党自治体局次長 

Ⅱ 部 シンポジウム 

資料代 ５００円 
  
 

 

「
中
長
期
的
に
依
存
度
下
げ
る
」

「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
コ
ス

ト
の
観
点
が
重
要
」
―
県
が
回
答 

 

９
月
14
日
に
は
、
「
大
飯
原
発
の
即

時
停
止
」
「
原
発
ゼ
ロ
へ
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
の
転
換
」
「
防
災
計
画
に
原

発
事
故
時
の
避
難
計
画
を
」
な
ど
を
求

め
兵
庫
県
と
交
渉
し
ま
し
た
。 

 

し
か
し
、
県
側
は
「
中
長
期
的
に
原

発
依
存
度
を
下
げ
る
」
「
安
定
し
た
エ

ネ
ル
ギ
ー
供
給
へ
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
を

国
に
要
請
」
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
必
要
だ
が
コ
ス
ト
の
観
点
が
重
要
」

な
ど
の
回
答
に
終
始
し
ま
し
た
。 

 
 
 

＊ 
 
 

＊ 
 
 

＊ 
 

 

人
類
と
共
存
で
き
な
い
原
発
を
な
く

す
と
い
う
立
場
で
考
え
る
の
が
、
住
民

を
守
る
県
の
責
務
で
す
が
、
そ
の
立
場

に
立
っ
て
い
ま
せ
ん
。
知
事
の
姿
勢
を

変
え
る
粘
り
強
い
運
動
が
重
要
で
す
。  

知
事
を
か
え
「
原
発
ゼ
ロ
」
の
兵
庫
へ 

「
原
発
を
な
く
す
兵
庫
の
会
」
と
学
習
会
、
対
県
交
渉 

関電神戸支店前の金曜日行動は７月から毎週続けられています 

県
政
要
求
「
紙
上
討
論
」 

  

「
兵
庫
民
報
」
で
「
憲
法
が
輝
く
県
政
へ
」

の
紙
上
討
論
が
連
載
中
で
す
「
兵
庫
民
報
」
の

Ｈ
Ｐ
で
ご
覧
頂
け
ま
す
。 

４
・
15
高
校
学
区
拡
大
の
押
し
付
け
や
め
よ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

６
・
３
関
西
広
域
連
合
も
ム
ダ
遣
い
の
舞
台 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

６
・
17
住
民
の
福
祉
を
増
進
す
る
知
事
に 

 
 
 
 
  

６
・
24
自
治
体
の
平
和
力
の
出
番 

 
 
 
 
 
  
  

７
・
8-22
こ
ど
も
病
院
を
な
ぜ
ポ
ー
ア
イ
に 

 

７
・
29
井
戸
県
政
で
「
解
同
」
癒
着
が
復
活 

８
・
５
原
発
と
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー 

 
 
 
 
 
 
  

８
・
12
大
企
業
よ
り
中
小
企
業
へ
の
支
援
を 

８
・
26
継
続
入
居
か
ち
と
る
ま
で
が
ん
ば
る 

 

９
・
２
子
ど
も
の
い
の
ち
守
る
県
政
に 

 
 
 
  

９
・
９
中
小
企
業
振
興
条
例
で
地
域
守
ろ
う 

 

９
・
16
公
契
約
条
例
で
安
全
・
豊
か
な
地
域 

 

９
・
23
災
害
時
、
職
員
の
マ
ン
パ
ワ
ー
が
重
要 

 


